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HOT コミュニケーション

　航空自衛隊当別分屯基地と「大規模災害発生時等
における派遣隊員の隊員家族の支援に関する協定」
を３月 24 日に締結しました。大規模災害発生時等
に、町が提供している生活支援サービスを隊員のご

当別町と航空自衛隊当別分屯基地の協定

家 族 に ワ ン ス
トップで案内す
る窓口を設置す
ることで、安心
して生活ができ
るよう取り組み
ます。

　中央通り会・本通振興会主催のもと、第10回当別ひ
な飾り展が４月１日から９日にかけて開催されました。展
示場所は町内23ヵ所。手作りのつるし雛が来場者を迎
えました。２つのメイン会場では桃の節句の飾りのほか、

子どもの成長と幸せを願う雛飾り

端午の節句の飾
りを展示。訪れ
た人は「つるし
雛の数が多く驚
いた。カラフル
で可愛い」と話
していました。

巾着にも春の便り

再会はコートの中で

　「第 30 回西当別ミニバレー大会」が３月 21日に西
当別コミセンで開催され、11チーム 47 名が出場し、
接戦が繰り広げられました。中学時代の友人と参加
した女性は「久しぶりに一緒に体を動かせて楽し

かった」と話し
ていました。今
大会が最後の開
催となり、実行
委員からのお礼
の言葉で締めく
くられました。

　染色作家の小島柚穂さんが講師のワークショッ
プ「つるし飾り模様の巾着を作ろう」が旧・カネヨ
よねぐち呉服店で 4 月1日に行われました。同じ型
を使った型染めでも、人によって作る模様はさまざ

ま。参加した方
は「大人になっ
て褒められるこ
とはなかなかな
いので嬉しい」
と作品を見せて
くれました。
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　J ＆ C ビルの２階で、ウイスキー約 100 種類を有
料でテイスティングできる「琥珀のエクスペリエン
ス」が、４月14日から15日にかけて開催されました。
主催者の森田さんは、参加者に飲み方や銘柄ごとの特

世界のウイスキーを嗜
たしな

む

徴を説明。試飲
した男性は「種
類が豊富。専門
の方の説明を受
けながら飲めて
良かった」と話
していました。

　雪解けが進んだ町内各所の水田に、オホーツク海
を渡ってきた白鳥の群れが今年もやってきました。
白鳥たちは雪解け水を飲んでいたほか、米などの餌
を探しながら練り歩き、時には翼を広げてほかの個

春を感じる 白鳥の飛来

体に威嚇する様
子も。栄養を補
給した後は一休
みをして、シベ
リア大陸へと渡
る準備をしてい
ました。

　サツドラHDとの包括連携協定による取り組みの一
環として、株式会社シーラクンス主催のもと４月15日
に西当別コミセンで D-SCHOOL 北海道 当別校の開校
式が行われました。株式会社シーラクンスの東

し ょ う じ
海林社

デジタル教育を推進するために

長は挨拶で「IT
モラルや ITリテ
ラシー、社会に
出て即戦力にな
れる力を身に着
けて欲しい」と
述べていました。

食欲をそそられるまちなか

　4 月 8 日にまちなか駐車場にて「春のキッチン
カーフェス」が開催されました。８台のキッチンカー
が集結し、会場は大盛況。肉まんや焼き鳥、スコー
ンなどが販売され、親子で訪れた男性は「お昼ご飯

とおやつを買い
に来た。たくさ
んのお店の料理
を買うので、食
べ る の が 楽 し
み」と笑顔で話
していました。
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お知らせ

　消防法により、多数の人が出入りし、勤務または
居住する防火対象物（店舗、飲食店、事業所等）では、
資格をもつ防火管理者を定め、防火管理上必要な業
務を実施しなければならないと規定されています。
　この講習は、その資格取得とこれらの防火対象物
の関係者の方々に防火管理に関する理解と関心を深
めてもらい、防火管理体制の一層の強化を図ること
を目的に開催しています。まだ防火管理者を選任さ
れていない対象物の関係者の方は、下記の日本防火・
防災協会 HP から講習日程等を確認し受講をお願い
します。

■ ３月下旬に救急車と指揮車を更新
　救急車は、救急救
命処置を行うために
必要な十分な空間を
確保し、除細動器、
人工呼吸器、自動心
臓マッサージ器、静
脈可視化装置などの

当別消防署からのお知らせ当別消防署からのお知らせ
■ 令和５年度 防火管理者講習のご案内

■問合せ
　当別消防署予防課予防係
　（☎ 23 － 2537）

最新の高度救命資器材を積載しています。また、感
染防止対策として車内を消毒するオゾンガス発生装
置を搭載、抗ウイルスコーティング加工を施してい
ます。そのほか、赤色警光灯や作業灯にＬＥＤを採
用し視認性を高め、全方位カメラなどを搭載し、今
まで以上の安全運行が可能となりました。
　指揮車は、災害現場で「司令塔」となる車両で、
消防部隊を指揮し、部隊を効率的に運用することで
素早い人命救助や消火活動を行わせ、二次災害防止
を図ります。
　指揮車には、指揮命令系統などを素早く確立させ
るための移動式指揮盤や可搬式照明装置を積載して
いるほか、車両の側面および後方に取付けられた赤
色灯は、周囲を照らす照明にも利用できる装置となっ
ているので、夜間の活動でも性能を発揮できます。

インターネットからの受付はこちら→
（一般財団法人日本防火・防災協会 HP）

　※防火対象物によっては、防火管理者の選任義務
　　が不要なものありますので消防署に問合わせく
　　ださい。

当別消防 HP
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